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里
の
「
ド
ー
ム
や
ワ
ル
タ
ー
」
等
々
、
膨
大
な
作

品
の
数
は
奇
を
衒て
ら

う
こ
と
な
く
ガ
ラ
ス
の
真
実
を

追
求
し
た
作
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
余
す
と
こ
ろ
の

な
い
夢
の
中
の
光
を
現
実
の
も
の
と
し
、
美
し
い

色
と
光
の
世
界
に
観
者
を
酔
わ
せ
る
の
だ
っ
た
。

「
山
中
湖
畔
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
美
術
館
」「
那

須
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
美
術
館
」
で
も
少
数
の
ガ

レ
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
二
〇
〇
六
年

秋
に
は
、
当
「
い
わ
き
市
立
美
術
館
」
で
も
ロ
シ

ア
の
「
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
」
収
蔵
の
ガ
レ

と
ド
ー
ム
兄
弟
の
作
品
展
が
、
日
本
を
縦
断
す
る

形
で
行
わ
れ
た
の
を
記
憶
す
る
。

笠
間
の
山
頂
に
建
ち
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
に

周
年
に
亘わ
た

り
秀す
ぐ

れ
た
陶
芸
の
作
品
を
観
覧
で
き
る

「
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
」
で
、
二
〇
二
二
年
二
月

五
日
～
五
月
八
日
の
一
カ
月
余
り
、「
ア
ー
ル
・

ヌ
ー
ボ
ー
・
ナ
ン
シ
ー
派
ガ
レ
と
ド
ー
ム
の
ガ
ラ

ス
工
芸
」
と
題
す
る
ガ
ラ
ス
の
作
品
群
の
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
通
例
と
は
別
で
、
前
述

神
秘
的
な
光
を
具
現
化
し
た
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ

の
存
在
は
若
い
こ
ろ
既
に
知
っ
て
は
い
た
も
の

の
、
実
見
で
き
た
の
は
一
九
九
五
年
の
こ
ろ
だ
っ

た
。
一
九
八
〇
年
代
は
ま
だ
ま
だ
彼
の
事
柄
に
関

す
る
出
版
物
は
少
な
く
、
深
く
知
る
人
は
少
な

か
っ
た
。
買
い
物
の
つ
い
で
に
妻
が
ヨ
ー
カ
ド
ー

の
本
屋
で
、ガ
レ
の
代
表
作
の
一
つ
「
ひ
と
夜
茸
」

ラ
ン
プ
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
買
っ
て
帰
り
、
額
装

し
て
壁
に
飾
り
、
私
達
の
生
活
と
共
に
数
十
年
が

過
ぎ
た
。

「
こ
の
作
品
が
見
ら
れ
た
ら
い
い
わ
ね
！
」
と
、

そ
の
こ
ろ
の
妻
の
言
葉
が
私
の
心
の
中
に
住
み
つ

い
て
、
実
際
に
見
る
こ
と
が
叶か
な

っ
た
の
が
、
前
述

の
よ
う
に
一
九
九
五
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

す
で
に
世
界
の
人
々
に
知
ら
れ
て
い
た
「
ア
ー

ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
」
の
作
品
群
を
集
め
た
「
北
澤
美

術
館
」
は
一
九
八
三
年
に
建
っ
て
い
て
、
爾じ

ご後
四

回
に
わ
た
っ
て
訪
問
し
た
当
時
の
こ
と
を
懐
か
し

く
思
い
出
す
。
幕
張
の
「
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
」、
清

「
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
」

第
百
十
七
回

題
字
＝
石
川
進

（　　　　　　）
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一
九
四
二
年
、
い
わ
き
市
平

生
ま
れ
。
石
川
紋
店
代
表
。　

　

家
業
の
か
た
わ
ら
、
幼
少
か

ら
書
に
親
し
む
。
書
の
世
界
で

培
っ
た
点
・
線
・
面
と
墨
・
紙
・

水
の
生
理
を
追
求
し
、
石
刻
に

よ
る
印
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
抽

象
、
具
象
の
絵
画
表
現
を
展
開
。

　

書
学
書
道
史
学
会
会
員

い
し
か
わ 

・ 

す
す
む

書
い
て
い
る
人

石
川
　
進

の
「
北
澤
美
術
館
」
の
収
蔵
品
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

 
こ
の
小
文
は
ガ
レ
を
テ
ー
マ
と
し
て
記
し
た
く

ペ
ン
を
執
っ
た
。
画
家
は
様さ
ま
ざ
ま々

な
絵
の
具
を
パ

レ
ッ
ト
上
で
混
色
を
し
て
、
各
絵
の
具
の
性
質
に

合
っ
た
溶
剤
で
濃
淡
や
混
合
色
を
作
っ
て
絵
画
の

制
作
に
当
た
る
わ
け
だ
が
、
ガ
ラ
ス
の
作
家
は
高

温
度
で
熔と

か
し
、
発
色
剤
と
し
て
混
入
す
る
金
属

に
よ
っ
て
伸
縮
の
温
度
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
逆
算

す
る
。そ
れ
に
よ
り
重
要
な
結
果
の
違
い
を
生
む
。

技
術
的
な
呼
び
名
も
沢た
く
さ
ん山
あ
り
、
そ
れ
は
即
、
発

色
の
違
い
や
成
果
の
違
い
に
も
大
き
な
影
響
が
出

る
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
き
る
。

技
法
の
一
部
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
ア
プ
リ

カ
ッ
シ
オ
ン
（
熔
よ
う
ち
ゃ
く着
・
ア
ッ
プ
リ
ケ
）、
ア
ン
テ

ル
カ
レ
ー
ル
（
挟
み
込
み
）、
エ
ッ
チ
ン
グ
（
酸

化
腐
蝕
彫
り
）、
エ
ナ
メ
ル
彩
（
色
絵
付
け
・
エ

マ
イ
ユ
彩
）、
エ
モ
ー
・
ビ
ジ
ュ
ー
（
宝
石
七
宝
）、

グ
ラ
ビ
ュ
ー
ル
（
削
り
・
エ
ン
グ
レ
ー
ビ
ン
グ
）、

カ
ボ
シ
ョ
ン
（
宝
石
）、
被か
ぶ

せ
ガ
ラ
ス
、
サ
リ

シ
ュ
ー
ル
（
斑
紋
）、
パ
テ
ィ
ネ
（
古
色
）、
ベ

ル
ル
・
メ
タ
リ
ッ
ク
（
金
属
箔は
く

挟
み
込
み
）、

マ
ル
ケ
ト
リ
ー
（
ガ
ラ
ス
象ぞ
う
が
ん嵌

）
等
、
多
種
多

様
な
技
法
を
駆
使
し
、
そ
の
他
、
複
合
時
に
技

術
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
美
し
く
不
可
思

議
な
色
を
透
か
し
た
光
を
私
た
ち
は
幻
を
見
る

よ
う
に
見
て
し
ま
う
の
だ
。

 
彼
ガ
レ
は
、
一
八
四
六
年
に
生
ま
れ
、
父
親

の
営
む
ナ
ン
シ
ー
の
良
質
の
ガ
ラ
ス
器
と
陶
磁

器
を
販
売
す
る
影
響
下
に
育
っ
た
。
天
性
の
好

奇
心
が
博
物
学
、
海
洋
学
な
ど
の
他
、
昆
虫
、

植
物
、
木
工
芸
な
ど
の
幅
広
い
分
野
の
学
識
を

得
な
が
ら
、
二
〇
〇
〇
年
の
パ
リ
万
博
で
は
、

勲
三
等
を
木
工
芸
と
二
部
門
に
て
受
章
す
る
の

だ
が
、
こ
の
こ
ろ
知
っ
た
日
本
画
家
の
仕
事
ぶ

り
に
も
深
い
共
感
を
示
し
、
天
然
自
然
の
あ
り

よ
う
を
魔
術
の
よ
う
に
光
と
し
て
具
現
化
し
た

の
は
、
た
だ
驚
く
ほ
か
な
い
。
北
澤
美
術
館
の

慧け
い
が
ん眼
に
も
敬
服
す
る
の
だ
。

こ
の
二
十
年
余
り
の
間
に
見
聞
し
た
図
録
。
右
下
は
妻
が

買
っ
た
ハ
ガ
キ
を
額
装
し
た
も
の
＝
筆
者
撮
影


